
情報公開文書雛形 ver2.2_20240208 

 

神経内分泌前立腺癌に関するアウトカム研究 
 

１．研究の対象 
2014年 1月から 2024年 6月までの間に当院及び関連施設において神経内分泌前立腺癌と

診断された方 

 

２．研究期間 

倫理委員会承認後～2029年8月 

 

3．研究目的 

今回の研究では、前立腺癌と診断され、なかでも神経内分泌癌という稀な病理を有す

る患者さんを対象として診断法や治療の有効性、予後などの情報を集積する事を行い

ます。その結果をもとに今後の医療に生かすことを目的としています。 

 

4．研究方法 

東北大学病院泌尿器科および関連施設で、神経内分泌前立腺癌と診断された患者さん

の背景、病理所見、診断時の採血および画像所見、予後等を診療録から集積し、デー

タの解析を行います。 
 

 

5．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴、治療歴、病理結果 等 

試料：血液、尿、病理（生検や手術で得られた組織） 

 

 

6．外部への試料・情報の提供 
試料・情報は個人が特定できないよう氏名等を削除し、郵送、電子的配信等により共同

研究機関へ提供します。対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

 

7．研究組織 
代表機関：東北大学 泌尿器科学分野 佐藤友紀 

共同研究機関：宮城県立がんセンター がん薬物療法研究部 田沼延公 

既存試料情報の提供のみを行う機関：関連病院 15施設  

 

 

９．利益相反（企業等との利害関係）について 
当院では、研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文書において

企業等との利害関係の開示を行っています。 

本研究は、運営費交付金を使用して行います。通常診療の範囲内にて実施して得られた

検体を使用します。研究者等の本研究に係る利益相反はありません。なお、研究者等の利

益相反は、所属機関が管理します。 

外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされる公正かつ適正な判断が損な

われる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事態を「利

益相反」と言います。 

本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係について

は、現在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相反の管理を

受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちます。 

 

１０．お問い合わせ先 
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本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者の所属・氏名：東北大学泌尿器科学分野 佐藤友紀  

住所：〒980-8574  宮城県仙台市青葉区星陵町 1-1 

連絡先：TEL 022-717-7278 

  

 

当院の研究責任者： 

佐藤友紀  

東北大学泌尿器科学分野 

〒980-8574  

宮城県仙台市青葉区星陵町 1-1 

TEL 022-717-7278 FAX 022-717-7283 

tomonori4659@uro.med.tohoku.ac.jp 

 

研究分担者：喜屋武 淳 

白河厚生総合病院 泌尿器科  

〒961-0005 福島県白河市豊地上弥次郎 2-1 

TEL：0248-22-2211 


